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研究成果の概要（和文）：

平成９年の容器包装リサイクル法の施行以降、多くの自治体がゴミの分別回収を行い、包装
容器類の資源ゴミは洗浄するように指導した結果、新たな負荷が発生している。本研究では、
資源ゴミに関するアンケート、資源ゴミの洗浄に関する被験者実験などを行い、住宅における
資源ゴミの洗浄により発生する新たな水（湯）使用負荷、排水負荷、（給湯）エネルギー消費に
ついての原単位を示し、環境負荷の小さい包装容器のあり方を探った。

研究成果の概要（英文）：
Since the Containers and Packaging Recycling Law was in force in 1997, sorted collection

of containers and packaging is going on, and we are supposed to wash recyclable waste
under the local council’s guidance. The important point is that as a result, water use load,
energy consumption has correspondingly increased in spite of focus on environmental
concerns, and that it is unexpected circumstances.

So we have proposed the presumption method of new water use load, waste water load
and energy consumption through some questionnaire and the experiment for washing the
recyclable waste, and to make a study on the ideal way of low load resulting from washing
recyclable waste.
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１．研究開始当初の背景
ゴミの減量化とリサイクルの推進を目的

として、平成９年４月「容器包装に係わる分
別収集及び再商品化の促進等に関する法律」

（容器包装リサイクル法）が施行された。こ
れ以降、分別方法は多少異なっているものの、
多くの自治体がゴミの分別回収を行ってお
り、包装容器プラスチックなどが回収されて
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金沢市：２００９年１２月下旬から２０１０年１月上旬
配布、回収時期 京都市：２０１０年８月下旬から１１月上旬

横浜市：２０１１年３月上旬から３月下旬
金沢市：配布部数３５０部、回収部数２３６部（回収率６７％）

配布部数、回収部数
回収率

京都市：配布部数１５１部、回収部数１１８部（回収率７８％）

横浜市：配布部数２４２部、回収部数１３５部（回収率５６％）

調査方法
訪問配布により、アンケートの趣旨を説明し回収または郵送での
回収とした。

調査内容
回答者に関する属性、環境問題について、ゴミに対する意識につ
いて、資源ゴミの量について、資源ゴミの洗浄方法について、資
源ゴミの種類別の洗浄について、回答者意見

いる。
この容器包装リサイクル法の対象（以下、

資源ゴミという）となるものには、缶製品、
ビン製品、ペットボトル、飲料用紙パック、
紙製容器包装、プラスチック製包装容器など
があり、さらにプラスチック製包装容器には、
レジ袋、菓子容器などのポリ袋、トレイの発
泡スチロール類、レトルトパウチ、ラップ類、
カップ類、ペットボトル以外のボトル類、チ
ューブ類、ボトルのふたやネット類などが含
まれる。
自治体のほとんどは、この資源ゴミについ

ては洗浄するように指導しており、当該地域
ではこの洗浄用の水使用量が増えているこ
とは明らかである。そのため、従来のデータ
をもとに計画・建設されている上水道施設等
については供給能力が不足することや、包装
容器の汚れや油脂分の洗浄に湯が使用され、
新たなエネルギー消費が発生していること、
また、その一方で洗浄の煩わしさを嫌って多
くの貴重な資源が可燃ゴミまたは埋め立て
ゴミとして廃棄されていることなど、新たな
社会問題が生じている可能性が高い。

２．研究の目的
本研究は、資源ゴミに関するアンケート、

資源ゴミの洗浄に関する被験者実験などか
ら、住宅における資源ゴミの洗浄により発生
する新たな水（湯）使用負荷、排水負荷、（給
湯）エネルギー消費についての原単位とその
推定法を提案し、上下水処理施設などの計画
にあたって有益な資料を提供し、「洗浄のし
やすさ」「洗浄負荷の低減」という観点から、
廃棄されにくく環境負荷の小さい包装容器
（資源ゴミ）のあり方を探ることを目的とし
た。

３．研究の方法
本研究は３年計画で行うこととした。まず

現時点での資源ゴミ洗浄による環境負荷を
把握するため、全国自治体のゴミ分別収集の
実態を明らかにする。次に食品会社等から資
料提供を受け、洗浄を念頭に置いて資源ゴミ
（包装容器）の種分けと生産量等の把握を行
い、つづいて住宅を対象にしたアンケートか
ら、家庭内で発生する資源ゴミの種類と量、
容器洗浄に関する意識と実態（実行率）など
を明らかにする。最後に、被験者実験と被験
者アンケートを行い、資源ゴミの洗浄にとも
ない発生する水（湯）使用負荷量、排水負荷
量、（給湯）エネルギー消費量（以下、洗浄
負荷という）の原単位とその負荷総量の簡易
推定法を提案して、新たな建築設備や上水供
給施設、下水処理施設などの計画、あるいは
既存施設の改善計画にあたって有益な資料
を提供し、更に「洗浄のしやすさ」「洗浄負
荷の低減」という観点から、廃棄されにくく

環境負荷の小さい包装容器（資源ゴミ）のあ
り方を探ることとした。

４．研究成果
（１）アンケート
22 年度は住民の環境意識、資源ゴミ等の分

別、資源ゴミの種類と量、資源ゴミの洗浄等
について、金沢（236/350 戸）、京都（118/151
戸）、横浜（135/242 戸）でアンケート調査を
おこなった。表 1に調査概要を示す。

表１調査概要

アンケート結果より以下の知見を得た。
①節電、リサイクル等の住宅内行動が環境
対策に役立っているかについては 55％
がわからないとしており、リサイクル等
の効果が見えにくい現状を示した注目
すべき結果であった。

②リサイクル区分についての意識は、資源
化 69.6％、燃料化 48.1％であった。

③94.1％が資源ゴミを洗浄しており、洗浄
は定着したと考えられる。

④65.4％が洗浄に給湯を使用しており（冬
期は 64.1％）、53.5％がゴミの洗浄に洗
剤を使用している。冬の湯使用や洗剤使
用については食器洗浄行為との関わり
から多くなったと考えられる。

⑤汚れのひどいものは埋め立てゴミとし
て捨てられていることから洗浄のし易
い容器の開発も必要である。

図１湯を使用する季節

（２）被験者実験（冬期）
資源ゴミの洗浄実験は、平成 23 年度の冬

期実験と平成 24 年度の夏期実験の 2 回行っ
た。
平成 23 年度の冬期実験は、主婦 22 人を被

験者として、資源ゴミ（28 品目－表２）の洗
浄実験を行った。



平均値 標準偏差 備 考（欠損値）
No.1 33.7 1
No.2 34.9 0.9
No.3 34.2 0.1
No.4 40.8 1.5
No.5 41.7 0.2
No.6 42 0.4
No.7 35.7 5.2
No.8 35.4 3.1
No.9 38.3 0.1
No.10 34.7 0.6 rw17
No.11 36.5 3.5 rw8、13
No.12 湯使用なし
No.13 38.9 3.3
No.14 31.6 5.5 rw16～18、23、26
No.15 33.6 3.9
No.16 36.3 1.2 rw16～18
No.17 44 3.1 rw8、13、16～18、22、24、25、28
No.18 40.1 2.5 rw8、13、17、18、23、24、28
No.19 35.7 6.7 rw6、13、16～18、
No.20 湯使用なし
No.21 湯使用なし
No.22 38.3 3.5 rw13、16～18、

平均値 37.2
標準偏差 3.4

容器No 洗浄水量（ℓ） 使用湯温（℃） エネルギー消費量（kJ） 備 考
rw1 0.9 37 94 ＊給水温度11℃

rw2 1 37.4 115
rw3 1.2 36.7 132
rw4 1.1 36 118
rw5 1.1 35.2 106
rw6 1.3 35.9 133
rw7 1 35.6 103
rw8 1 34.9 98
rw9 1.7 36.3 180

rw10 0.7 36.3 70
rw11 1.3 36.3 135
rw12 0.9 36 94
rw13 3.5 35.3 358
rw14 0.9 36.4 94
rw15 0.9 36.7 96
rw16 2.9 37 315
rw17 1.4 37.6 156

rw18 1.6 37.8 181
rw19 0.7 38 74
rw20 0.8 38.3 86
rw21 0.8 38.1 89
rw22 0.6 38 63
rw23 1.6 38.5 188
rw24 1.2 38.3 140
rw25 2.2 38.7 253

rw26 1.3 38.9 155
rw27 0.9 38.9 108
rw28 0.7 38.5 79

表２洗浄対象の資源ゴミ

実験装置は、熱源として比例式ガス給湯器
を設置し、流量計（パルス発信）、熱電対を
用いて洗浄時間、洗浄水量、使用湯温を測定
した。また、洗浄の様子をビデオ撮影し、実
験後にビデオデータを解析して洗浄時間を
確定した。実験は、２人１組として１人３回
の洗浄を交互に行った。洗浄は洗浄前にシン
グルレバー水栓にて通常の湯量、湯温に調節
後、行った。また、本被験者を対象に、1 週
間の資源ゴミの廃棄量についてアンケート
調査（1日 3 回分の廃棄量）を行った。
表 3に使用湯温、表 4にエネルギー消費量

を示す。

表３使用湯温（℃）（冬期）

また、この実験結果等より以下の知見を得た。

①22 人中、2人はどの品目の洗浄において
も湯を使用しなかった。

②高温の湯を使用する被験者は水側を止
めて湯側（給湯器出口）のみの使用とな
り、通常も給湯器の設定温度まかせにな
っていると予想される。

③28 品目を続けて洗浄したこともあり、資
源ゴミの品目により湯量、湯温を調節し

た被験者はほとんどいなかった。
④洗浄時間（洗浄水量、エネルギー消費量）
については被験者による偏り（個人差）
が大きい。

⑤食用油のボトル（rw13）は実験の品目中、
洗浄水量（平均 3.5 ℓ/個）、エネルギー
消費量（358kJ/個）が最大となり、以下
油脂分の多い品目が続いている。

⑥表３に使用湯温を示す。（No1 は被験者番
号）

表 4エネルギー消費量（冬期）

（３）被験者実験（夏期）
平成 24 年度は昨年度（冬期実験）に引き

続き、20 人の被験者による資源ゴミの洗浄実
験（夏期実験）を行った。資源ゴミは昨年度
同様に 28品目とし、品目ごとの水使用時間、
水使用時間、使用湯温、平均水温におけるエ
ネルギー消費量を求めた。また、同被験者（住
戸）を対象に 20 日間、33 日間の資源ゴミ量
のアンケート調査をおこなった。
表５にエネルギー消費量、図２に 33 日間

の詳細アンケートにおける洗浄率を示す。
この実験結果等より以下の知見を得た。

①20 人中 16 人が洗浄前に「つけ置き」を
「している」または「ときどきしている」
と答えた。

②冬期と同様に夏期の場合も油脂分の多
い包装容器の洗浄には給湯が使用され
ていた（20 人中 18 人に湯の使用がみら
れた。

③包装容器の種類で湯温や流量を変化さ
せることはほとんどなかった。

④ボトル、チューブ類やレトルトパウチな
ど、特に油脂分が多いものや洗浄しづら
い形状のものは、廃棄されやすいと思わ
れる。



容器Ｎｏ. 水使用量（ℓ） 使用湯温（℃） エネルギー消費量（kＪ）

ｒｗ1 0.4 29.8 4.7

ｒｗ2 0.9 30.5 13.2

ｒｗ3 0.7 30.8 11.1

ｒｗ4 0.5 30.5 7.3

ｒｗ5 0.5 29.7 5.7

ｒｗ6 0.5 29.7 5.7

ｒｗ7 0.5 30 6.3

ｒｗ8 0.7 29.7 7.9

ｒｗ9 0.7 30.2 9.4

ｒｗ10 0.3 30 3.8

ｒｗ11 0.6 30.4 8.5

ｒｗ12 0.6 30 7.5

ｒｗ13 1 32.9 24.7

ｒｗ14 0.5 30.3 6.9

ｒｗ15 0.5 30 6.3

ｒｗ16 2 35.4 70.4

ｒｗ17 0.8 36.5 31.8

ｒｗ18 0.9 37 37.7

ｒｗ19 0.7 30.8 11.1

ｒｗ20 0.7 31.4 12.9

ｒｗ21 0.8 35.8 29.5

ｒｗ22 0.4 31.1 6.9

ｒｗ23 1.2 31.1 20.6

ｒｗ24 1.1 30.5 16.1

ｒｗ25 1.6 31.5 30.2

ｒｗ26 1 31.1 17.2

ｒｗ27 0.6 30.9 9.8

ｒｗ28 0.5 31.2 8.8

⑤油のボトルなどは長期に使用されるた
め、調査した期間が長いほど廃棄される
資源ゴミが多くなった。

⑥食品トレイは家庭内で最も多く排出さ
れているが、形状や汚れの程度から見て
も洗浄しやすいものが多く、洗浄率が高
い。などであった。

⑦チューブ類（rw16）が実験の品目中、洗
浄水量（平均 2.0 ℓ/個）、エネルギー消
費量（70.4kJ/個）が最大となった。

表５エネルギー消費量（kJ/個）（夏期）

図２ 33 日間の詳細アンケートにおける
洗浄率
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